
令和５年度学校評価表 

大野東小学校 

 

学校教育目標 「自ら学び 共に高まる 児童の育成」～家庭・地域の人と共に力を合わせて～ 

資質・能力 【伝え合う力】 【敬・愛・信の心】 【体力を高める力】 

主な取組 

◎自分の考えをもち伝え合う学習活動

の工夫 

◎ICT を活用した学習活動の工夫 

◎自他のよさに気づく取組、違いを認め合う言

動を育てる取組の工夫（居場所づくり） 

◎主体的な活動の充実（係、委員会） 

◎安全を確保し体力を高める学習活動工夫 

◎健康を守る生活習慣の定着を図る取組の 

 工夫 

特別支援教育の視点を生かした教育活動の推進 

 

取組の流れ 

本校の児童は素直で何事に対しても一生懸命取り組む。数年間のステップアップタイムや縦割り活動，児童会等の取組により児童相互に

ほめあう土壌が生まれ，自己の学校生活に課題を見出し，解決に向け考え取り組み，振り返る習慣が定着してきた。また，教科等の学習に

おいて課題解決的な活動を仕組むことで，学習が楽しいと感じる児童が増えてきた。基礎学力定着への取組により，全国平均と同等の学力

が維持できている。今年度はさらに，児童が主体的に自分の考えを伝えたり，友達の考えを聞いて思考を広げたり深めたりしたくなるよう

な「伝え合い」の在り方について教育研究を進めていく。困り感をもつ児童が増えている実態に鑑み，日常的に特別支援教育を基盤とした

学習指導・生徒指導に取り組んでいく。また，児童が安心して生活していけるための居場所づくりを進めていく。これらの取組において，

家庭・地域とも連携し様々な場面で協力を仰ぎたい。以上の取組を教職員が意欲的に行っていくために，心身共に健康で安心して働くこと

ができる環境づくりについて，学校産業医と連携し取り組んでいきたい。 

 

評価計画 
現状値 目標値 中間 最終 達成度 評価 

項目【資質・能力】 目指す姿 目標達成のための方策 評価指標 

① 確かな学力 

【伝え合う力】 

 

 

【小中共通項目】 

主体的に授業に

参加し，自分の

考えをもち友達

に伝え合おうと

する児童 

⓵既習内容の定着に向け適用

題を授業に確実に位置づけ

る。 

 

⓶互いの考えを伝え合う場の

設定 

 

③ＩＣＴ機器の計画的な活用 

・学力調査における全国平均との比較 

 

 

・児童アンケート 

「自分の考えを積極的に伝えている」

（「自分の考えを積極的に発表してい

る」）肯定的評価 

・児童アンケート 

「友達の考えを聞いて，『なるほど』と

思ったり，新しいことに気付いたりして

いる。」肯定的評価 

国+2.3 

算+0.8 

 

 

74.6％ 

 

 

― 

+2.0 

 

 

 

75％ 

 

 

80％ 

国+3.8 

算+1.5 

 

 

76.1％ 

 

 

88.9％ 

   

②豊かな心 

【敬愛信の心】 

 

 

居場所感のある

学校生活をめざ

して，自分のよ

さを生かしたり

友達のよさを認

めたりしながら

主体的に行動す

る児童 

⓵児童の関わり合いを増や

し，お互いのよさを認め合

う活動を充実させる。（帰り

の会や行事等での児童相互

の肯定的評価，成長ノート

など） 

  

⓶思いを伝えることができる

場，受け止めてもらえる場

の設定と工夫。（日記，学級

活動，個別面談など） 

・アセスアンケートにおける「友人サポ

ート」の偏差値 50以上の児童の割合 

 

 

 

 

 

 

・児童アンケート 

「安心して学校に来ることができてい

る」肯定的評価の割合 

68.8％ 

 

 

 

 

 

 

 

 ― 

80％ 

 

 

 

 

 

 

 

80％ 

 

64.4％  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

88％ 

   

③健やかな体 

【体力を高める

力】 

 

 

健康を守る生活

習慣を身に付

け，自らの体力

を高める児童 

⓵準備運動などフォーム作り

の工夫（基礎体力を高める

運動の継続実施） 

⓶実技研修による教職員のス

キル向上（短距離走のフォ

ーム作り） 

・新体力テスト「５０ｍ走」の項目でＢ

評価以上を達成した児童の割合 
 

※「走力」に限定しているが，足の筋力が体の

大部分を占めているため，走力を鍛えることで

その他の力の向上につながると考えている。 

42 ％ 
（５年生） 

 

 

 ― 

50 ％
（全学年） 

41.4％ 
   

 

④働き方改革 

 

健康でやりがい

をもって勤務で

きる環境 

放課後業務時間の確保（繁

忙期の縮時，会議時間の工夫，

産業医の健康講話，助言を活

かした環境づくり等） 

・心身の健康の保持増進の意識が高まっ

た職員の割合（アンケート） 

 

・時間外勤務時間月平均 45 時間を超え

る教職員の割合 

― 

 

 

30.9％ 

 75％ 

 

 

30％ 

91．2％ 

 

 

35．6％ 

   

 「評価」の項目については，「達成度」は「報告期の数値／目標値」。「目標値」に対する「達成度」を A～Dで評価する。（A:100％  B:80％以上 C:60％以上 D:60％未満 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 



中間評価 

成果〇 課題● 改善方法等◎ 

①  確かな学力 

○無解答率が低く，難しい問題にも最

後まで粘り強く取り組む姿勢が身

に付いている。 

●漢字や言葉，計算など基礎的な問題

について課題が見られる。 

◎校内研修を行うなかで，児童が自分

の考えをもち表現するための指導

の工夫を児童の姿から具体的に協

議し，共有していく。 

 

〇児童アンケートの結果から，友達の

考えを聞くことで，自分自身の学び

につなげることができている児童

が多いことが分かった。 

●「積極的に」自分の考えを伝えてい

ると回答した児童の割合は,学年に

よって差がある。 

◎どの教科でも意図的に伝え合いの

場を仕組むとともに，「伝え合いレ

ベル」を活用し，児童が相手意識を

もって考えを伝えたり、聞いたりす

ることができるようにしていく。 

 

●ＩCT 機器の計画的な活用に関して

は,年間計画を教職員・児童に周知

徹底し,活用しきれていない状況で

ある。 

○日常的にタブレットドリルや発表

用にスライド等の活用はできてい

る。 

 

◎ICTの活用については，教職員の研

究授業やミニ研修等で，考えを交流

したり整理したりするためにどの

ように活用していけばよいのか具

体を研究していく。 

②  豊かな心 

〇児童の関わり合いを増やす取組としては，友

達からのサポートを受けやすい席の配置や

声掛けの仕方を考え，交流を増やすようにし

た。 

〇お互いのよさを認め合う上で，帰りの会や

様々な場面を通して肯定的評価を行うこと

が効果的だった。今後も活動や行事において

肯定的評価を行っていく。 

●アセスの友人サポートの数値は学年によ 

って差が大きい。 

３年…55.7％ ４年…60.1％ 

５年…72.1％ ６年…70.5％ 

中学年の数値が高学年より 10％以上低いの

は，質問文の理解が難しく，正しく評価でき

ていない可能性も考えられる。関わりを増や

すような取組を行う。 

◎縦割り班活動では，異学年で協力して掃除を

したり，一緒に楽しむことができるレクやゲ

ームを行ったりする。 

◎コミュニケーションに課題がある児童を対

象に，月１回「SST勉強会」を開催し，友達

との関わり方について学ぶ機会を作る。 

 

〇安心して学校に来ることができる取組とし

ては，88％の児童が肯定的評価だった。個に

応じてそれぞれの困り感に寄り添う対応と，

その保護者との連携を密にすることで安心

して登校できる居場所作りができた。 

〇小さなことでも校内で情報共有を行い，初期

対応を大切にするなど，組織として生徒指導

に取り組んでいる。 

◎登校を渋り気味の児童に関しては，「学校に

来たら楽しい。」と思えるような取組（休憩

時間にみんなと遊ぶ時間や，登校を喜ぶ雰囲

気作り）を行う。 

 

③ 健やかな体 

〇走の運動に関わる実技研修を実

施し，走る際の正しいフォーム

の指導方法や，走の運動に関わ

る基礎知識について，全教職員

で共有した。 

●体力テストの結果 

１年…56.8％ ２年…25％ 

３年…35％  ４年…55.7％ 

５年…51％  ６年…41.4％ 

（評価規準は別紙参照） 

50ｍ走の項目でＢ評価以上とな

った児童は，上記のような結果

であった。２，３年生に走力の課

題が大きい実態がある。 

◎実技研修で学んだ正しいフォー

ム作りや走の運動につながるも

のを授業の中に取り入れ，継続

して行っていく。 

 

●学校評価のアンケートから，休

憩時間に外遊びをしている児童

は 50.1％であった。 

１年…63％  ２年…57.9％ 

３年…53.8％ ４年…49.7％ 

５年…47.9％ ６年…25.4％ 

３～５年生は，学級の半数が外

遊びをしていない。 

６年生は,休憩時間に委員会活

動を行っているため，遊べない

現状がある。 

◎外遊びに向かう意欲付けになる

取り組みを企画する。 

④ 働き方改革 

○心身の健康の保持増進の意

識が高まった職員の割合（ア

ンケート）についての回答。 

・日頃のミニ講話…82.4％ 

・夏季休業中の講話…100％ 

 ２つのアンケート結果から，

91.2％となった。産業医の池

本先生の講話が効果的であ

ることが分かった。 

 

●時間外勤務時間月平均 45 時

間を超える教職員の割合

30％を目標としているが,9

月時点で 35.6％であった。学

校行事が 3年ぶりに復活して

いるため,校外活動の打ち合

わせや行事の準備等放課後

の時間に会合が増加してい

る。 

 

◎各学年の校外活動等を年間

計画や月中行事に入れ,相手

の方へも早めに周知をする。 

 

◎生徒指導上の問題を起こし

た児童や不登校傾向児童を

抱える保護者からの相談等

を,担任まかせにせずに，生

徒指導主事を中心に組織的

に対応する。引き続き状況に

よっては,管理職も相談等対

応を行う。 

 


